






























A Practical Study on the Craft Activities Workshop（Ⅷ）
− A Toy-making & playing Workshop fit to present Physical Phenomena and 
Mathematical concepts −



































































































































































































































































































































































































































図37　鋸で切断 図38　制作風景 図39　生き物完成 図40　生き物完成
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ものづくりワークショップの実践的研究（Ⅷ）
　調査項目１．「この工作はおもしろかったですか」については、「Ａとても面白かった」が30
名、「Ｂ面白かった」が８名、「Ｃ普通だった」が４名、「Ｄあまり面白くなかった」が１名、
「Ｅ面白くなかった」が１名であった。否定的回答が実数２あったが、「とても面白かった」、
「面白かった」を合わせて約86パーセントであり、今回のワークショップはほぼ受け入れられ
たと判断できる。
　調査項目２．「工作は難しかったですか」については「Ａとても難しかった」が２名、「Ｂま
あまあ難しかった」が９名、「Ｃ普通だった」が６名、「Ｄあま難しくなかった」が７名、「Ｅ
簡単だった」が18名という結果であった。
　調査項目３．「またやりたいですか」には、「Ａぜひやりたい」が32名、「Ｂまあまあやりたい」
が５名、「Ｃやってもいい」が２名、「Ｄあまりやりたくない」が３名、「Ｅもうやりたくない」
「無記」はそれぞれが１名であった。否定的回答は数名いたが、ぜひやりたいは約73パーセン
トであり、調査項目１．より数値は低かった。
　また、自由記述の中には、「すごく楽しかった」「かっこいいし面白かった」「またやりたい」
等同類の内容は24件あった。幼児の回答自体は感覚的なものが多く信憑性は定かではないが、
初めての経験としては難しいものの、活動は楽しいものだったと考えられ、重要な原体験にな
りうると実感すると共に前年度と同様に、ヒノキ材と道具を使用したワークショップの意義を
再確認した。
結　語
　一昨年度から継続して重視した玩具づくりワークショップにおける次の３コンセプトについ
ては一定の発展的成果をあげることができた。１つめの「造形以外の他領域の研究者や組織と
協力をする」については、昨年度から協同執筆者である数学研究者と協力してカオスの発展的
ワークショップを行い、総合学習的な成果が得られた。また、新たに物理分野の研究者として
名古屋女子大学吉川直志講師の協力を得ることができ、開発したワークショップテーマの動作
上の問題点の改善及び玩具づくりワークショップ時における、子どもたちへの物理的解説の方
策の検討における大きなヒントが得られた。２つめの「玩具づくりのテーマとして、数学的・
物理的な要因を組み込んだ教材開発を行なうこと」については、カオスを二重振り子から水平
多重振り子へと発展させた玩具デザインを開発してワークショップとして実践したことと、新
たに回転・発音の要素を持つ玩具デザインを完成させ、ワークショップに展開した。３つめと
して「複合的な遊びの要素・玩具の機能を組み合わせた玩具づくりワークショッップ・テーマ
デザイン開発を行なう」ことについては一部重複する部分があるが、水平多重振り子の要因と
ネオジウム磁石による磁着の要素を組込んだ玩具デザインと、紐を大きく振り回すことにより、
回転と発音という異なる２つの要素を同時に楽しめる玩具デザインを開発できた。次年度も、
今年度の実践を更に精査し、物理分野の研究者の協力も得ながら数学的・物理的な要因を組込
んだ玩具づくりワークショップの展開を行いたいと考えている。
　一方、各ワークショップにおける参加者を対象としたアンケート調査では、総合的に肯定的
評価が得られた。特に、公的な教育機関では経験できない面白い玩具制作やノコギリ等の道
具使用に関しては参加者の年齢、性差に関係なく大きな興味が示された。具体的テーマについ
てはやや性差が感じられるところもあるが、幼児から小学校中学年までの、このようなワーク
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ショップへの期待は親を納得させるという視点を重視することにより更に大きくなっていくと
考えられるので、それに応える教材を開発したいと考えている。
　本論は、平成23年度科学研究費補助金基盤研究Ｃにおける研究のまとめの一部である。最後
に、山梨大学川村協平教授、キャンプカウンセラー諸氏、名古屋市瑞穂児童館・名古屋市瑞穂
保健所関係者、愛知子ども文化団体協議会関係者、名古屋女子大学吉川直志講師、名古屋女子
大学造形・算数はてなゼミナール学生、参加幼児・小学生その他協力いただいた方々に深謝い
たします。
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